
『EBMを活かす呼吸器診療』正誤表

ページ 該当箇所 誤 正

図3チャート図下
*診断が生検や細胞診などの微量の検体の場合にお
いては，腺癌が含まれない組織でも〜

*診断が生検や細胞診などの微量の検体の場合にお
いては，腺癌が含まれない。組織でも〜

図3，4，5，6出典
（日本肺癌学会編：肺癌診療ガイドライン2014年版
（https://www.haigan.gr.jp/uploads/photos/621.pdf）よ
り引用）

（日本肺癌学会編：EBMの手法による肺癌診療ガイド
ライン2014年版
（https://www.haigan.gr.jp/guideline/2014/2/1400020
50100.html#a2-5-1_02）より引用）

図4，5，6チャート下
に追加

注）ただし緩和治療については，パフォーマンス・ス
テータスの如何にかかわらず，必要に応じ癌治療と併
行して行う。

図7，8，9出典
（日本肺癌学会編：肺癌診療ガイドライン2014年版
（https://www.haigan.gr.jp/uploads/photos/621.pdf）よ
り引用）

（日本肺癌学会編：EBMの手法による肺癌診療ガイド
ライン2014年版
（https://www.haigan.gr.jp/guideline/2014/2/1400020
60100.html）より引用）

表1　大細胞癌の列
　　　上から3行目と6
行目

＋/−
−
（バックの濃いアミを上下と同じ薄いアミにする）

表1 出典
（日本肺癌学会編：肺癌診療ガイドライン肺癌の病理・
細胞診断 2014年版より）

（日本肺癌学会編：EBMの手法による肺癌診療ガイド
ライン2014年版
（http://www.haigan.gr.jp/guideline/2014/1/14000103
0100.html）より）　　　　　　　　　　　　　　青字はトル

図2チャート下に追加
注）ただし緩和治療については，パフォーマンス・ス
テータスの如何にかかわらず，必要に応じ癌治療と併
行して行う。

図2出典
（日本肺癌学会編：肺癌診療ガイドライン肺癌の病理・
細胞診断 2014年版より）

（日本肺癌学会編：EBMの手法による肺癌診療ガイド
ライン2014年版
（https://www.haigan.gr.jp/guideline/2014/2/1400020
50100.html#a2-5-1_02）より引用）　　　　　青字はトル

図3出典
（日本肺癌学会編：肺癌診療ガイドライン肺癌の病理・
細胞診断 2014年版より）

（日本肺癌学会編：EBMの手法による肺癌診療ガイド
ライン2014年版
（https://www.haigan.gr.jp/guideline/2014/2/1400020
60100.html）より引用）　　　　　　　　　　　　青字はトル

『EBMを活かす呼吸器診療』（2015年4月1日第1版第1刷発行）に誤りがありました。
ここに深くお詫びいたし，訂正申し上げます。
（2015年7月23日　メジカルビュー社編集部）
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